
Title Neogemeinfrein-Theorieについて
Sub Title Über die neue Gemeinfreien-Theorie
Author 宇尾野, 久

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1965

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.58, No.8 (1965. 8) ,p.693(1)- 712(20) 
JaLC DOI 10.14991/001.19650801-0001
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19650801-

0001

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


NeogememlrelenlTheorle 
に
つ
い
て

•

'

.

-

■

.

'

V

.

'

.
こ

;
-
'
.
.

ぐ
：.
V
' :
.

■

.

:

'

'

.
• 

:

'

.

:

:

:

•

:

-

.

.

:

•:
:

 

•

 

•

 

..
 

'
.■
.
 
•
 

.い

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

' 

.

.

圓
 

.

.

.

. 

.

.

.

.

. 

- 

.

.

.

.

- 

- 

•

-

;

:
.
:宇

.

.
：
尾
':
:

. 

-
- 

.

. 

• 

.

.

.

.

.

.

.

.

- 

•
•
•

社
会
経
済
史
の
研
究
で

■は
、、
新
説
を
お

.
Vか
，け
る
こ
と
が
必
ず
し
も
研
究
を
革
新
す
る
こ
と
に
な
ら

.な
い
場
合
が
屢
々
あ
る
。

Theodor M
a
y
e
r
.

や

.

H
e
i
n
d
c
h
D
a
n
n
e
n
b
a
u
e
r

に
よ
っ
て
.Fu

h
r
e
r
s
t
a

.pt

の
.形
で
提
唱
さ
れ
た
初
期
フ
ラ
ン
ク
社
会
の
い
わ
ゆ
る
指
導
権

.

.

. 

•

'

.

.

-

 

.
(
F
s
h
r
e
r
t
_
)

の
問
題
は
、
市
民
的
立
憲
国
家
や
官
僚
制
国
家

0
-
ゲ
^:
0<
3
0

&
&
§
^
。
§̂:
0
.̂
§

1ぎ ordnun§
-und 

Beamtenstaaten
.
)

の
理
念
か

ら
発
し
.た
も
の
を
ゲ
ル
.マ
ン
，古
代
や
初
期
中
世
に
敷
衍
し
た
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
資
料
的
に
正
鵠
を
得
た
も
の
で
は
な
い
と
云
っ
た
批
判
が

行
な
わ
れ

.て
い
る

:;
°

-.
ぐ.：

:-
:':'.'..

.
 

.
 

:
• 

• 

• 

• 

-
I 

.

.

.
 

. 

.

ス
ィ
ス
の
中
世
国
制
史
研
究
者
の 

Fritz W
ernli 

が
、
ソ
連
の
：

A
. L

 Njeussychin, D
i
e
E
n
t
s
t
e
h
u
n
g

 

a
b
M
n
g
i
g
B

 

B
a
u
e
m
s
c
h
a
f
t
，

1
9
6
1
.

と
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
、
そ
の
著

«

.«
>mittelalterliche Bauernfreiheit. 

1959. 

Die Gemeinfreien 

d<D
'
s F

s:hmittelalters ，
I960.

.

•

.

.

.

.で
，|

ぅ
な
批
判
I

っ
て
い
る
。〜

：
v 

i

.

令
シ
，ス
タ
ン
ッ
学
派
の
い
わ
ゆ
る

«
0:
2.
的
^
?2.
}
1
&
-
1
'
1
1
3
1
^

が
、

ひ
ろ
く
学
界
に
伝
え
ら
れ
た
頃
、
ニ
つ
の
受
取
り
方
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ 

る
。
-:
つ
：ま
？

«
5
1
^
3
嘗

1

;̂-
©
観
荩
に
徹
底
じ
：よ
5
と

:1
.た
人
々
と
-
こ
の
学
説
を
古
典
的
な 

卜
を
与
免
、，
ま
た
ど
の
よ
ぅ
に
そ
の
体
系
の
中
へ
自
然
に
お
り
こ
ん
で
ゆ
く
か
と
云
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。

.Nsgemeinfrei

早Theorie 
に
.っ
"ぃ
て
-ノ
、 

，
-

V

:

,

-

: 

.'
二 

：(

六
九
.三)

新 刊 紹 介

木 下 和 夫 編 『財政政策入門ょ………..……... ....古 田 精 1tl 97

大 野 信 三 著 F現代経済学史j..................松 浦 . 保 98

辜 钽 嚣 5 著 f資本交流と国際金融』..............原 豊 的



内S
n
i
g
s
f
r
e
i
h
e
i
t

め

学

説

形

成
.の

史

的

な

拠

点

と

.し

，て.
、

‘ 

F
.

 

W
e
m
l
i

は
、

K
a
i
l
^
e
l
l
e
r

 

.の
場
合
を
そ
，の
例
証
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
労 

作
の
発
表
き
れ
た
一 

九
‘三
四
，̂—

一
 

九
三
.八
.
^
-め̂
ド
ィ
ッ
め.

F
i
i
h
r
e
r
t
m
n

 

.に
-ょ
っ
.て
統
一
-
.
さ

れ

て

ゆ

く

 i
F
i
i
h
r
e
r
s
t
a
a
t

の
展
開
に
そ
の 

甚
盤
を
.み
.て
.い
る
。
 

.
，
.
：
：

.

•.
. 

, 

' 

.

:'
‘

：

.

.

ン

 

.ン

.一.
^
1ー
ー̂
年

ヒ

：
：
.ン
..ザ

；

ン
へ
ァ
ル
へ
グ
.大

統

# 1

が

死

：去

し

、

首

相

の

.ヒ

ト

一フ-丨
、- ^

,、
大
統
領
.の
地
位
を
兼
摂
す
る
こ
.と
に
な
り
、
へ
以

後

そ

..の

p
x

i
h

r
e

r
-

 

t

l

'の
も
と
^

ド
ィ
^

国
家
-の
政
治
的
進
展
を
と
げ
名
へ
こ
と
に
な
る
め
セ
あ
る
が
ノ
ハ
こ
の
ょ
ぅ
な
#

態
を
^

^

&

&

j

っ

C
B
a
r
b
a
r
o
&
p
1
5
2
l
l
l

9
0

)

'
0治
世
に
比
婼
和

'
:餿
|
。_
1
^
;
:
-

は
.迨

&

|

^

6钎
め
論
理

.
^

. 

.

.

. 

-
■

■

■

■

■

 

- 

■
. 

:

•し
か

し

，

F
.
'
w
e
m
l
i

は
、
そ
の
史
料
的
根
拠
が
す
べ
て

’薄
弱
で
あ
り
、

単

にFriedrich L

の
人
格
を
通
し
てK

d
n
i
s
k
r
a
f
t

の
恩
恵
を
述

べ
4
だ
け
で
.は
、1

分̂
で
あ
る
^
し
：て
め
る
。
.
.
.

ィ
^

■

■•'
■.

」

：
' 

•

こ
.の
ょ
ぅ
に
.：：％
^
.
vの

力

を

無

視

仏
':
'
:
:
_
王

の

':

害

h
r

l
l

t

へ
^

ま
づ
た
主
述
め

.
だ
が
と

.の
^

3

|題

：
は

当

雜_

|

&

_

:
の

侧

に

;̂
厳
格
な
批
判
め

*
が
あ

-1
:
ら
扛
る
べ

#
で
あ
ろ

'ぅ
。
、

Eidgenossensch^ft

と
し
て
、K

a
n
t
o
n

の
同
盟
か
ら
形
成
さ
れ
、

ゥ
ィ
ル
へ
ル
ム•

テ
ル

の
伝
説(Th. M

a
y
e
r
)

ま
で
ぅ
み
だ
し
、

一
ニ 

九
一
年
に
.uri. 

Schwyz, unterwalden.

が
防
御
m同
盟
：を
結
び
、

ー
三
五
三
年
，'}
-
八

個

、

，
ー

五

，
ー

_1
'
ー
ー
年±-
ー
ー
個.の
同
盟
と
な
り
、
.
一
八
一
五
年 

に
永
世
中
立
と
不
可
侵
の
旗
の
も
と
に
今
次
大
戦
に
も
そ
の
中
立
を
お
か
さ
れ
な
か

.っ
た
ス
ィ
ス
の
い
わ
ば

3
民

的
誇

(VQlksstolz )

.
の

上

に

立

っ
'て
.F. w

^
e
r
r
b

は
、

'H,
D
a
n
n
e
n
b
a
n
e
r

や

Th. M
a
y
e
r

説
の
内
的
理
論
構
成
の
一
つ
一
つ
に
批
判
の
メ
ス
を
あ
て
て
い
る
。

- 

.

.

.

.

 

f 

一
：

1

b
i
e 

R
e
c
b
t
e

 

d
e
s

 

y
o
l
.
k
e
s

 

:

'.

.
•

 

• 

• 

. 

• 

• 

•

•

:

 

.

.

.

.

.

:

.

.

.

.

.

.

.

.

メ
.

Die 

R
e

c
h

t
e

 d
e
s
:
v
o
l
k
e
s

と

し

て

、

p
.

 

w
^
e
r
n
l
i

は
ま
ず
ド

イ

ツ

部

族

国
家
に
お
け
るHex, 

p
r

i
n

c
e

D
S

.(
A
d
e
l
)

と

V
o
l
k

の
二
つ
の

P
o
l

に
つ
い
て
言
及
し
ノ
ゲ
ル
マ
ン
社
会
の
ら
层
穿
旨
&
を
強
調
し
、
ゲ
'ル
マ
'ン
.国
家
は
貴
霞
支
配
9
^
1
1
1
3
5

货

^)

で
も
.純
粋
な
デ
モ
ク
ラ 

シ

ー(eine:reine

0
巷
0
1
0*
^
會̂
も
な
か
っ
た
と
指
撤
し-て
；
^

. 

. 

.

.

(

I

V

従
っ
て
主
.に

無

限

の

或

い

，は
-@
由
な
権
利
が
な
か
っ
た
こ
と
、.ま
た
，̂

&
0
^
8
>

は
す
で
に
選
ば
れ
た
も
の
で
ば
な
く
、
ー
種
の
.
8發

^(

1
1
0
1
>

 

ilitas 

.門
地
；
血
統
貴
族

)

'、
に
ょ
っ
て
そ
.の
社
..会

的

她

位

が

.決

定

V
.て

princeps 「

か
ら
選
ば
れ
た
主
の
無
限
な
或
い
‘は
自
由
な 

一̂

R

へ
.の
p

^

^

?i>
T

_
.^
、D
e
s
p
o
t
i
s
n
m
s

疙
対
置
さ
れ
；る̂

)

.：̂

^
垮

窆

斥

ゎ

カ

め
^-
明
と
な
る
。
 

.

し
か
し

.Fv
m
m
H
:
:
は

：：&
r
r
s
c

夏

t

'iS
G
e
i
s
e
n
s
c
h
a
f
t

 

;の
：
相

互

作

用

が

み

と

：
め

‘ら
れ
、；

次

第

に

，
，

der (

h

l

t

t

H

C

r
F
o
r

■が
強 

く
な
る
と

I
K'-
O
.た
：％
ィ
ナ
ミ
ッ
ク
な
観
察
を
行
な

.
?て
い
：る
。：;.}

.

た
し
か
.
.に
：ー.'
;
'
'
元
的
に
主
權
に
中
世0
自
由
：の^

^
を
求
あ
る
：と
；と
は
き..わ^

.'

. 

... 

... 

. 

：
. 

.

.

.

.

. 

+
\ 

- 

. 

.

.

.

.

. 

-
T
. 

. 

* 

、
 

.
 

*

:

例
え
ば
所
有
の
確
定
じ
：て
'^
.な
い
_

秫
，人
0
主
の
：4

^
ほ
、
&

目

：着
適
用
じ
き
え
ず
れ
ば
、
主
の
.

#

が̂
貴
%

す
る
め
、で
は
な
く
、
'そ
こ
'に 

-:
■
!

住
す
る
，

^

o
i
k

 
i
.

の
.妻

的

，̂

衝
が
ま
ず
問
題
と
な
ろ
ぅ
。
そ
.の
；ょ
ぅ
な
国
制
上
の
問
題
と
瑰
実
0
政
治
、：

社
会
、.
経
.济
の
過
程
を
、

デ

:裏

|

ン
は
、.
.矣
の

相
2:
作
用
を
み
と
め
な
が̂

%:
相
対
的
^
区
別
し
.で
：，い

奪
^̂
^̂
^

.

.

 

.

 
.

 
.

 

.
:
 

•

 

.

 

.

.

.

.

 

-

 

•
.
 
'

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

.... 

.

従

っ

てF. 

^
©邑
鉍

ゾ

新

ん

い

賺

家

舊

セ

め

も&
自

拿

”
^
問
題
と
ぐ
諼
 

ま
^
部
族
国
家
''
§
茳
-
 

tas, stammesstaat) ，

か
-;
|0
展

開

;1
,た
王
国
9

1フ
ン
.ク)

に
お
け
る
社
^'
経
济
的
機
能
©
担
い
手
と
し
て
.のK

5
n
i
g
s
z
i
n
s
e
r
^
Q

a>:'meinfreien

に

『

4

)

 

.

.

.

. 

. 

•

お

け

る
8
1
^
1
1
^

の
問
題
を
|>
<
:別
し
て
い
る
0 

.

-

-

_'
'
 

.
 

,
 

-

 

,

'
. 

.
 

-

■■
---
 

..... 

-

 
■
 

-

-.
;■
■
- 

-

 

-

 

-

 

-

 

-
 

-
 

.

.

.

.

.

.

 

.

..
•

.た
し
力
にnerrschaft:

が
.形
.成
さ
れ
る
基
盤
.と
；し
て
の
、
ま.た
...Herrschaft:.::..

に
対
置
さ
れ
■る
対
極
之
し
て
の
':Genossenschaft,. Volks-

,:
■
■.
 

.:■
■ 

* 

.

.

.

.
- 

:
r 

.

.

.

し.
.
.■
 

-
. 

- 

, 

.

.

.

ニ
：
..
'.
.
:
-
-
:
.
.
.
-
'
-
,
.
.
;
' 

. 

一
 

.

.

.

.
■■

0rQ
e
m
e
:
l
n
d
e
^

み
と
め
る
：.

D
u
a
l
i
s
m
u
s

の
立
場
か
ら
す
れ
、は
、

中
世-€
>
-自
由
の
源
嵌
を
ー
元
的
に

w
d
n
i
g
t
u
m

に
求
め
る
こ
と
は
困
難
に
な
ろ

-
.
.
.
.
0

- 

• 

. 

■ 

• 

■ 

、
 

、う

，

' 
-:.■.し

.■-■
■
, 

- 
: 

-
-
-
. 

.: 

-
-

し
か
し
そ
の
ょ
う
に
問
題̂

^
す
名
の
^
あ
る
な
ら
ば
、.
.
5
1
©
を

全

社

会

的

な

次

ー

產

'«
^
ひ
.ろ
め

、

.
^
c
m
'
^
M
e
d
r
i
c
h

 

.の
：設.

.,
-

:

- 

■ 
, 

.

. 

-
 

.

■■
:,... 

'】

-■
,

;.. 

, 

-
„■

■
■
.
. 

-
 

• 

... .:

.
'
: % 

■
 

/

.

Neogemeinfreien-Theorie:

に
つ
，い
て 

.H

'

(

六
丸 

£

)

 

■



:へ：：定
3
农
封
建
的
社
会
1

構
造
の
転
換
と
ぺ
皆
§

0

|
ネ
：の
社
会
経
済
的
上
昇
發
1

由
民
の
.社
会
経
済
的
地
位
办
向
上
疼
伴
う
部
族
的
奴
隸
、
 

制
か
ら
の
解
放
、
例
え
ば
，pu

e
r

 

regis, 

t
r
l
b
u
t
a
r
i
u
s
,

 

c
o
l
o
n
u
s
,

 

b
arglldi, 

l
i
t
u
s

等
の
展
開
と
そ
のs

t

p:n
d
e

ベ
の
影
響
に
つ
い
て
も
触
れ
る 

必
要
が
あ
ろ
う
。

:.
;
.
:
:
'

'-
'
.
..:
.:
■

.

.
:
::

:

'
.
::
:

へ：. 

'ハ::
-
.
.

- 

V 

- 
V
 

:
.
.
.
7 

.

.
V 

- 

 ̂

.

.

.

.

..

て
.
.
'
.
.
.
.
.
.

.

-.
.ン

/

ニ 
D
i
e

 

G
e
f
o

CJq
s
c
h
a
f
t

従
来
こ
の
間
題
はH

e
i
n
r
i
c
h

 
M
t
t
e
i
s
〗 i

^
^
>
K
o
n
s
.
D
o
p
s
c
h
o
.
w
a
i
t
z
_
r
H
o
^

法
制
史
又
は
国
制
史
の
問
題
.と
し
て
、

■ I

I

と
並
ん
セ
封
建
制
露
の
基
本
的
問
題
*

し
て
扱
わ
れ
：て
#

た
。
-.
-;1-
’
 

.

然
し
な
が
らR

 

W
e
r
n
l
i

は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
ま
ず.

H
e
i
n
r
i
c
h

 

D

JO-
n
n
e
n
b
a
u
e
r

の
古
、ゲ
ル
マ
ジ
の
歴
史
社
会
像
で
あ
るG

r
u
n
d
h
e
r
r
s
—

c
h
a
f
t

の
批
判
か
ら
は
じ
め
て
'い
る
0 

. 

,

- 

. 

.

. 

■ 

■ 

■

D
a

l
m

e
n

b
i

r

は

ノ

ゲ

ル

マ

ン

の
|

^

 

.は
、

そ
れ

.

に
よ
っ
て
、

従
士
シ(

G
e

f
o

l
g

s
l

e
u

t
e

n
)

の
大
群
を
維
持
で
き
だ
よ
う
な
顕
著
な
収
入
を
グ
ル 

ン
ト
へ

'

ル
シ

'

ャ
フ
ト
か
ら
ひ
き
出
し
，て
い

^

と
信
じ

^

^ >
;

る
。
.

..
;

ぞ
し
て

..主

人
'

の
'

ホ
'

丨
，フ

'

3

肖
这
き

^
^

 ̂

が

疗 

な

わ
れ
て
い

•

た

と

認
め

て
い

る
。

：'
::
:
ぃ

マ 

 ̂

■

し
か
し
、

^

3

^

は
之
と
全
く
反
対
の
認
識
に
立
-.
0
て
い
る
。
：3
.
琴
6
泛
«

^
 

s
e
r
v
i

や 

n
o
b
i
l
e
s

 

と
同
時
に
s-g

e
n
u
m

 (

0

^

63,
^
2 .
6
1
1

)

が
存
在
1>
、
0
^
0
1叫3
&

&
这̂
^

$

 ̂

Wiihrer, 

A
.

 

D
o
p
s
c
h
)

が
、
 

平
和
時
に
S

t

を
發
う
と
い
；っ
た
よ
5

*
こ
と
は
な
か
.っ
た
，
こ
れ
等
：の
戦
士
は 

:

運
営
に
参
加
し
：て
：い
た
。
--
;
'

へ
.
.
:'
.

^

'

:

^

^

^

: :
■

,
.

ハ：' 

.

. 

. 

/ 

.

!
■ 

■ 

■.
 

■

.

従
っ
て 

E
d
e
l
n

 

は 

G
r
u
n
d
h
e
r
r
s
c
h
a
f
t

 

を
も
た
ゴ
、G

e
f
o
l
g
s
c
h
a
f
t

 

は 

s
e
n
i
o
r
e
s

 

(
E
d
e-E
と 

j
u
n
i
o
r
e
s

 

(ingenuus, 

G
e
m
e
i
n
f
r
e
i
e
)

の
間
.
 

で
成
立
し
た
。
' 

.

. 

• 

: 

ノ

. 

，
..:
.

さ
ら
に
王
国
で
の
み
被
解
放
奴
隸
、が
、
.

i
n
g
e
n
u
u
s

 

:

や
；no

b
i
l
e
.

め
上
に
昇
進
す
る
が
、
王
制
.の
し
か
れ
て
い
な
い
部
族
国
家
で
は
被
解
放
奴
隸 

. 

(

6)

. 

-

 

は
低
い
地
位
し
か
も
た
ず
む
し
ろ
そ
の
事
が
、
自
由
.の
証
拠
で
あ
る
とT

a
c
i
t
u
s

は
考
え
て
い
る
。
H
f»

2.

注
«1
の
こ
の
考
え
を
徹
底
す
れ
ば
、

王
制
を
共
和
制
に
至
る
未
発
達
な
低
い
段
階
に
あ
り
、
王
権
に
よ
る
被
解
放
奴
隸
の
自
由
の
據
大
は
.む
，し
ろ
社
会
的
な
非
自
由
に
通
ず
る
と
云
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
そ

し

て

F
.

 

W
e
r
n
l
i

は
そ
の
点
を
さ
ら
に
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
てK

§:i
g
s
f
r
e
i
h
e
i
t

の
拠
点
に
迫
る
こ
と
に
な
^
'
卜
。

f 

■■ 

(
)

 
G
e
f
o
l
g
s
c
h
a
f
t

は
戦
争
の
た
め
に
定
め
ら
れ
た
制
度
で
、V

o
l
k
s
g
e
n
o
s
s
e
n

.
の
抑
圧
の
手
段
で
.は
な
い
.と
云
う
.F.

.

 

W
e

m
l

i

の
見
も
は
、
そ
の

よ

う

なI
J
2{

K
^
<
X
Z
C
K

の
思
想
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
 

：

た
だ
こ
こ
で
農
民
理
論
と
領
主
制
理
論
が
、
W

目

®
3 (

G
e
m
e
i
n
f
r
e
i
e
n
)

又
.は
.M

e
i
n
e

 

H
e
r
r
e
n

 

(nobiles)

に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
と
考
え
て
い 

.る

.自
家
経
営
農
業
の
実
態
は
、'
そ
の
呼
称
の
全
く
の
対
立
に
も
•か
か
わ
ら
ず
、
ま

さ

に

e
i
n

 

u
n
d

 

d
e
r
s
e
l
b
e

で
.あ
り
、
対
立
し
て
い
.る
の
は
両 

者

の

I
d
e
e

に
す
ぎ
ず
史
的
対
象p

.

は
な
い
。
' 

/ 

, 

.

-
■

 

•
„ 

.
 

.

■ 

.
 

.
 

•- 

.
 

'
 

•
 

-
 

. 

.

三

a

e
 Ge

m
e
i
n
f
r
e
i
e
n

 

u
n
d

 

d
e
r

 

S
t
a
a
t

 

i
m

 

F
r
i
i
h
m
i
t
t
e
l
a
l
t
e
r

 

■

F
i
i
h
r
e
r

は
、
獲

物

を

K
r
i
e

OQe
r

の
間
に
分
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
信
仰
に
つ
い
て
もV

o
l
k

は

r
e
x

に
強
制
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
 

新
し
い
信
仰
へ
漸
次
に
移
っ
て
行
.っ
た
。
主

も

ま

た
.
<1
0̂

の
同
意
な
し
に
洗
礼
を
う
け
よ
う
と
し
な
か
っ
%

) 

V

F
.

 

W
e
r
n
l
i

は
さ
ら
に
ザ
ク
セ

ン

.の

W
i
&
k
i
n
d

/'(

族
長)

ニ Q

社
会
に
つ
.い
て
、

フm

フ
ン
ク
か
ら
支
配
：さ
れ
る
よ
う
に
な
'
マ
た
時
、
‘
国
民
の
み 

が

W
i
d
u
k
i
n
d

の
指
導
の
も
と
で
戦
い
、

e
d
s
i
n
g
i

 

(
n
o
b
i
l
e
s
)：

は
む
し
る
こ
れ
等
のf

r
i
l
i
n
g
i

 

(
i
n
g
e
n
u
i
l
e
s
)

や

l
a
z
z
i

 

(
s
e
r
v
i
l
e
s)

を
フ
ラ
ン 

..ク
の
.カ
を
も
っ
て
制
压
し
よ
う
と
し
た
と
述
べ
て
い
5
401)

い
わ
ゆ
るS

t
e
l
l
i
n
g
a

の
蜂
起
は
そ
：の
i

う
&

事
態
を
基
盤
.と
1.
て
行
な
わ
.れ
た
。
0
目

3
&

目

6プ
は
^

ク
.
セ
.シ
の
：農
民
人
ロ
の
大
衆
は
、

.
 

自
由
農
民
で
は
な
し
に
領
主
地(

H
e
r
r
e
n
l
a
n
d
)

を
耕
や
し
、
奉
仕
や
貢
納
を
果
た
すL

a
t
e
n

か
ら
■成
る
と
し
、
そ
の
証
拠
と
し
-て
、N

i
t
a
r
d

今
： 

N
e
o
g
e
m
e
i
n
f
r
e
i
e
n
-
T
h
e
o
r
i
e

 

に

つ

い

て

' 

五

.(

六
九
七
..

〉



…
f
r
i
l
i
n
g
i
w
i
a
z
z
i
b
n
s
q
u
e
,

 

q
u
o
r
u
m
'
i
n
f
n
i
t
a

 

m
E
t
i
t
u
d
o

 

e
s
t
v

 

を
あ
-、け
て
い
る
'。
し
か
-し 

R
w
^
e
n
d
i

 

は
'、

こ
の 

A
q
u
o
r
u
;
m
>

 

と
云
.つ
た
坍 

係
代
名
詞
は

l
a
z
z
i
b
u
s

だ

け

で

な

し

に

に

も

» 1
係
し
て
お
り
、

d
i
e

 

F
r
e
i
e
n

と

si
<?
s

t

e

nが
こ
の
大
衆
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
を

強
調
し
：て
い
る
。

;:
,
.
;
^
'

,

:

' 

卜
'

V

.
-
.
.
.
.

 

'
'
 

; 

. 

-
 • 

.

.

:

.

•

 

-
 

. ； 

•

こ
€
社
会
で
は
：：2
^
1
1
1̂
1
1:(d

e
c
i
m
a
)

も
支
払
わ
ず
、..

ま
たA

d
e
l
i
n
g
e
n
.

.は
、

G
r
a
f
e
n

と
し
て
国
民
.に
.
.相
.対
し
て
，い
な
か
つ
た
。

し
か
し 
>」 

の
よ
ぅ
な 

f
3
i
e
s

 
へ Ba

u
e
m
k
r
l
e
g
e
r
t
u
m

 

の
代
り
に
、die, feudale- u

n
t

<t>
'rtanen

s
c
h
a
f
t
' 

が

Q
r
a
f
s
c
h
a
f
t

 

や 

A
d
e
l
s
c
h
a
f
t

 

を
媒
介
と
-L
て 

フ
ラ
へ
ン
ク
0

浩
5.
%

|

の
，
¥
6

霞̂
け
目
的
の
過
樺
で
あ
ら
わ
れ
て
き
た
。
^.
^
^
^
^
^
^
^
^
^

13) 

' 

. 

-

.

 

:

 
.

 '

 

■ 

,

 

■

/

;.

:

 

-

 

.

.

 .

.

.

.

 
:

.

..
:

 

■

.

 

.

 

, 

: 
'

 

.

 .

 

.

.

.

 

-

 

•

一.テ

.
、
：

：
'

 

■

.

'

■;
.

:

“

■

. 

? 

- 

. 

-

-.
.
V 

. 

'
. 

■ 

.

■

:

-
-
- 

V
' 

* 

.

.

R

 

W
e

m
l

i

は

な

お

K
6
n
i
g
s
z
i
n
s
e
r

 

•
.の
例
と
し
て
、
.
ア
レ
マ
ン
人
の
：wa

n
i
g
s
z
i
l
i
s
e
r

が
.、
ぞ
.の
祖
先
が
払
つ
て
い
た
賃
子
を
免
除
し
て
く

れ

る
よ
ぅ
に
八
六
七
年
に
ル
ド
ゥ
ィ
ッ
ヒ
王
に
懇
願
し
、
そ
の
代
償
と
し
て
王
.に
八
つ
の
マ
シ
.
ス
を
：ひ
き
渡
し
、
王
は
こ
の
者
達
に
賃
子
を
免
じ
、

:

 

.
 

.

.

.

.

.

.

(

14) 

■ 

- 

. 

.
•

こ
れ
等
の
者
が
：入h

a
b
e
a
n
t

 

p
l
e
n
a
m
*

 l
e
g
e
m
,

 

q
u
a
e

 
v
u
l
g
o

 

d
i
c
i
t
u
r

 

p
a
a
t
h
》

こ
と
を
命
じ
た
と
述
べ
て
い
る
。
'こ
れ
ら
の
ア
レ
マ
ン
ネ
ン
の 

K

o:r
d
g
s
z
i
n
s
e
r

は
>
.a

の
：法
律
行
為
以
前
に
も
そ
の
部
族
法(

v
o

l
k

s
r

e
c

h
^

(
c

e
t

e
r

i

 

f

e

i

,

n
n
i
)
.

が
主
の
賃
子
を
何
も
支
、払
わ
な
が

:0
た
の
で
、.
完 

(

部
族
法
に
関
專
し
.て)

.
'は
^ .

な
か
：つ
た
。
若
し
こ
：れ

ら

の

K
5
n
i
s
z
i
n
s
e
r

が

.

-
 
- 

• 

- 

+
•■

外
の
：：ア
レ
マ
ン
人
が
も
つ
^

い
る
完
全
.な
権
利
を
々
^

と
り
# -

た
と
云
う
場
合
、
.
こ
れ
等
の
.者
だ
知
は
、
:
ア
レ
マ
ン
人
に
数
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ

..

.' 

.

.

 

.

.
: 

. 

• 

: 

: - 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

I 

- 

’

は
フ
ラ
ン
ク
.の
軍
事
的
植
民
者
スM

i
l
i
t
i
r
s
i
e
d
k
m
)

.
に
由
来
し
は
：し
'な
.い
。
そ
し
て
' こ
' こ
で
は
い
わ
ゆ
る
p

ĈJ
p

g

i.も
ま
< た

で

'パ

：

I
 

.

V

.

'

. 

.

.

一.

.

.
 

- 

■

•

'

.

.

-

こ.

■

 

•

 

.

た
..七
.か
に
，フ
ラ
ン
.
ク
.社
会
：で
.は
旧
部
族
法
と
新
し
.い
-

C

若i
t
&
r
i

好
：.が
：塞

'し
て
.い
る
が
、F

.

 

W
e

n
m

は
、：
グ
ア
の
.：司
教
区
で
問
題
と
な
つ

(

6
 
ノ

た
よ
'
.
な
，o

m
f
s
c
h
a
f
t

に
.
i

る
現
実
：の
.
力
関
係
に
.：よ 

は 

o
i
r
a
f
s
c
h
a
f
'
t
.

.

.の

.管
区
へ
の
編
.入
.に
ょ
‘っ
て
新
し
...い
■様

相

を

ロ

。

.

.

.

匹 

D
i
e

 

Z
e
n
t
e
n
e

 

a
l
s

 

I
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n

 

d
e
r

 

F
r
e
i
e
n
'

こ

め

問

題̂
.
 

_

&

ンは
*

要

次̂

る
。

'
. 

' 

: 

/

.
 

.

_
 (

7
 V

 

:

.

D

a

g

l

iが
、
非
自
由
入
が
依
存
し
て
い
た
太
領
主
の
_

を
証
_

1>
ょ
ヶ
：と
+
^
.な
1

:
を
热
っ
た
i

す
•る
.
.と
、.，そ
れ
は
屋
上
§

架

す
と
も
.云
ぅ
べ
き
で
あ
ろ
ぅ
0
:
: 

.

.

:

''
丨

^

^

;:
.

'

-,'
^

:

:

.

G
e
m
e
i
n
f
r
e
i
e
n
;

.か

.ら
上
#

,|
>
た
勢
カ
の
.あ

考
8
!
^
1
^
が
存
ま
し
.た

0;
と
ば
、、
宙
典
学
&

^

^
の
^

い
処
で
.あ

る

ァ

た

だ

そ

の

^

^

に

つ

い 

て
.は

办

お

_

を

要

ず

る

ァ

' :
:

'.

:バ

：

ハ
け§
!
1
6
^
0
1
1
6
1
-

嘆

、聖

界

や

黛

の

證

..(Herren 丫
：：

の
^

^

為
の
み
が
、(

し
*

も
そ
.の
--
麗

11
;
が
>
ぐ
文
書
に
，囊

さ

れ

尤

V

I

の 

オ
づ
て
の
法
电
蒙
ず
ゃ
.と
初
期
中
世
暴
ま
で
ロ
頭
セ
楚
あ
朽
そ
の
'た
、め
疼
人
馬
の
：靈

活

が

は

：0
き
：̂
。
な
い
と
、い
5

基

筆

実

を

無
_

視
し
.
t
い
る
〃
と
；

> F
r
w
e
m
l
i

樣
述
べ
て
.い
^ 1

.

-

 

. 

. 

- 

.

•
一

 

.

.

.

.

. 

.

，
 

.

.し
た
：が
っ
^

非
.自
由
入
.
.

(

(1
{
1
1&
:2 .
§
>

の
：数
が
、
文
書
に
多
く
あ
ら
^

れ
た
が
ら
と
云
っ
て
、
中
世
初
期
のG

e
m
e
i
n
f
r
e
i
e
n

 

(freie 

B
a
u
e
r
n
)

ょ

■■

:
 
.
 

.
 

■■■
 
.

 

.

.I I
'

:

■

、
 

：
 

-

.

■

..

■

■'
■

 

■
.

,

. 

:

 

; 

;

 

■

り

そ
'
の
数
が
：多•.か
.
.っ.
.
.

と̂
断
定̂

る
年
と̂

旱

計

で

あ

ろ

：久

；

..舍

.

0
玲̂
^
^ ̂

.ノ.

.ッ
”

.二

.

.
■ .:
.
:

D
a
m
^
n
b
i
.

も
®
期
中
世
の
自
由
農
民
め
存
在
を
認
衫
ね
ぼ
な
ら
な
か

っ

幻
。
.と
く
に
胄
進
の
際
に
自
分
.の
手
で
.修
道
院
の
土
地
を
'耕
や

• 

, 

- 

>
•
.
:
.
'
• 

.

.

. 

.

.

.

. 

. 

- 

,
.

'

.

.

.

.

 

... 

- 

.

.

.

.

. 

-

.•

•
• 

.

.

.

.

.

.

.

 

'
.
. 

• 

- 

• 

- 

• 

• 

•
. 

.
 

.. 

-
-

し
、
'
.播
種
す
る
義
務
^

負
.っ
：

て
：：

い

る

自

由

な
^

進
者
は
、
疑
い
.も
'な
‘く
農
民
で
あ
る
，
^

が
.
80
2
2
1
1
6
1
1

ぎ
1

1
6
1は
、： caro>.

が_
G
i
e
m
e
i
n
f
r
e
i
e

と
考 

え
て
い
へ
た
自
曲
馨
進
者
を
«
6
3§
.
:で

あ
:|
>
と

説

明

す

 

っ
て
0

^

0の
_

_

^

1

£
が
多
数
厨
る
名
云
，7
こ
と
：の
証
明
を
論
駿
で
.き 

る
と
倩
じ
.て

い

る

.。

D
a
n
n
e
n
b
a
a
a
^
:

は
、
農
民
的
自
由
人
の
.Ca

r
o
.

の
証
拠
、を
微
小
な
も
の
ん
す
る
•こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
と
同
時
に
ま
た
大
領
主
に
隸
属
す
る

-
J-

.

.

.

. 

. 

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

(

20
.

)

.

.
- 

. 

.

人
々
の
数
が
、
，H
由
の
数
ょ
り
ず
っ
と
太
き
か
，っ
，た
こ
と
を
も
，i

し
た
、こ
‘と
に
な
•る
.と
信
じ
-た
。
こ
-
.

の
： ®

i

は
、
初
期
中
世
に
は
,:
,
'
す
べ 

、：
：.：.，.

.
N
s
g
e

日einfreien-Theorie..

に
つ
い
て 

七
.(

六
九
九)

、

•
•



て
の
法
律
行
為
が
，文
書
化
さ
れ
た
と
云
う
前
提
に
立
っ
て
い
る
。
そ
し
て
大
領
主
の
於
徵
、行
為
の
み
が
、
t

会
の
書
記(notarius)

に
よ
っ
て
記 

さ
れ
、
自
由
農
民
は
、
記
録
さ
れ
な
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
と
と
を
無
視
し
て
い
^
02)

勢
力
あ
る
領
主
の
存
在
は
、
そ
の
.領
主
の
家
人(

E
i
g
e
n
l
e
u
t
e
n
)

と
並
ん
で
、

多
数
.の

G
e
m
e
i
n
f
r
e
i
e
r

の
存
在
を
排

除

し

ない
。
た

と
え
ば
 

-
u
r
r
:

で
^

f
後

期

裏

：め

領

主

め

：土

地

.ゆ

--
'

:, 

D
a
n
n
e
n
b
a
u
e
r

 

は
、c

e
n
t
e
n
i

 

の

中

に
 

M
i
l
i
^
r
k
o
l
o
n
i
s
t
e
n

 

を
み
て
い
る
が
、Z

e
n
t
e
n
a
r

 

は
自
由
人
の 

V
o
r
s
t
e
h
e
r

 

(

司)

で
あ
り
、

G
r
a
f

 

と
共
に
:,
-
,苟

居

S
ZB-
展

S

K

J'J
:り

：：

は
^̂

つ
ま
：り
卞
層
の
：Me

n
t
l
i
c
h
e
r
'
B
e
a
m
t
e
r
^

^
o
^
。

：そ
1>
孓

«
5
1
1§*
2 .
2
1
3^:
も
ま
た
国
王
の
正
規
の
公
吏
で
あ
る
诌
の
補
佐
で
あ
っ
ヒ 

z
e
n
t
e
n
a
r
.

に

時

々

：，
服

す

f
 

Vと
が
あ
.
？
た
一
。
：
：

.へ
：：.：：。

.：
/ 

.

.
、

:
T
V
'

 

c
e
n
f

 a
r
i
g

 
レ
は
従
っ
て 

M
i
l
M
r
k
o
l
c
n
i
s
t
e
n

 

の 

L
e
i
t
e
r

 

で
は
な
く
.
、G

r
a
f
s
c
r
f
t
e
n

 

(
c
o
m
i
t
a
t
u
s
)

o
裁

判

(
G
e
r
i
c
h
t
)

を
管
理
し
て
、

> 

た
。
 

従
っ
て
こ
こ
セ
バ
^

^

^

&バ
ね
と
づ
七
重
要
な
こ
と
は
マ
自
由
人
セ
あ
る
限
り
相
互
に
移
行
可
能
なw

s
n
i
g
s
f

 e
r

と

G
e
m
l
f
r
e
i
e
n

の
K

風
で
は
な
く
、e

e
n
^
n
i

が
、M

m
t

p:r
k
o
l
o
n
i
e
.

で
な
く
、
国
家
のG

e
r
i
c
h

ぎ
 

z
e
n

??n
a
r

が
そ
の
機
構
の

'

22
.

) 

. 

;■- 

最
下
部
：の
'
穿
系
ブ
で
あ
：っ
：た
こ
と
に
あ
る
。

'.
.

ノ

.

.

. 

,

... 

、
 

、
.

■

•

.■
;

.
 

、

':
.

• 

. 

-

•

■
■

.
 

.

右
.の
よ
う
な
.D

a
n
n
e
n
b
l
r

に
対
す
るP

.

名

3

1

1

の
批
判
に
も
か
が
わ
^
ず
::
:

'

両
者
，に
共
通
の
.点
、
し
'か
も
あ
い
ま
い
な
点
が
み
う
け
ら

れ
る
。

.

V

 

:

'

.

‘

.

.

.

.

.

. 

• 

' 

'

た
と
.え
ばF

.

 

W
e
r
n
l
i

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。.「

ゲ
.ル
マ
シ
人
.は
、<

P
H
n
8
p
s
>
.

に
選
ば
れ
得
な
•い
.と
云
う
羁
合
、

D
a
n
n
e
n
b
a
l

A

2
、 

(

4
 
ノ

は
正
し
い
'0」

.：「<cex 

p
i
e
^
Y
は
そ
れ
故
選
択(

A
u
s
w
a
h
l
)

':'.

で
は
な
し
にG

e
m
e
i
n
f
r
e
i
e
n

の
等
族(

s
t
a
n
d
)

を
記
し
て
い
る
02」

と
云
う
よ
う
に
一
：

. 

.

.

.

.

-

方
で
は
、.

A
d
e
l

や

G
e
m
e
i
n
f
r
e
i
e
n

の

s
t
r
i
d
e

を
認
め
な
が
ら
''
他
方
で
は
、
す
ぐ
そ
の
後
で
上
述
.の
よ
う
に「 G
e
m
e
i
n
f
r
e
i
e
n

か
ら
上
昇 

し
た
勢
力
の
あ
るS

i
p
p
e
n

が
存
在
し
た
こ
と
は
以
前
の
学
説
も
異
論
が
な
か
っ
た」

，
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
はD

a
n
n
e
n
b
a
u
e
r

に
‘も
共
通
し
て
い

る

。「

非
自
由
民
は
も
と
も
と
ほ
ん
の
少
数
で
あ
っ
た
。
.
永
い
発
展
の
過
程
で
よ 

り
強
固
な
等
族
的
区
^ |
]

が
あ
ら
わ
れ
た
。
8
-5
*

1>6&

10
:
1
1著

3
.
又
は
.
1}
0
1̂

ぎ
プ
か
ら
漸
次
に
騎
士
的
貴
族
が
形
成
さ
^

^

。

.

.右
の 

S
i
p
p
e
n
M
u
p
t
e
r
n

 

は 

F
.

 

W
e
r
n
l
i

 

の 

p
r
i
n
c
e
p
s

 

に
相
当
し
、D

o
r
§

h
r
e
r
n

 

は 

F
.

 

W
e
r
n
U

 

の
い
わ
ゆ
る 

G
e
m
e
i
n
f
r
e
i
e
n

 

に
あ
た 

る
の
で
あ
ろ
う
。
若
し
そ
う
で
あ
る
と
す
る
とR

 

W
e
r
n
l
i

 

.の

.論
駁
の
的
で
あ
るF

i
i
h
r
e
r
t
i

'':-

を
留
保
す
る
と
す
れ
ば
，A

d
e

l

と
G
e
m
e
i
n
—

 

f
r
e
i
e
n

の

s
tto
:
n
da>
'

の

可

動

性

(
M
o
b
i
l
i
t
s

 

(
B0

S1 )

に
つ
い
て
両
者
は
意
外
に
も
合
致
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

そ
し
て
括
弧
に
つ
つ
ま
れ 

た
可
廳
性
の
媒
介
の
環
と
し
て
の
漂
ぎ

^

旨

.
に
.は
、
F

V

L

s

g

eの
提
唱
し
た
.よ
.う
な
い
^ -

ゆ
る
：
^

2
1̂
1
1
2
:

^
§
^

1(

社
会
経
済
構
造
の
上
昇 

転
換)

の
中
間
項
が
代
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

そ
し
て
そ
れ
は.

H
e
r
r
s
c
h
a
f
t
s
p
r
i
n
z
i
p

と

G
e
n
o
l
n
s
c
h
a
f
t
s
p
r
i
n
z
i
p

の

d
i
e

 

p
l
u
r
a
l
s

 

s
e
b
k
r
^
t
e

 

(
F
.

 

L
f

e
)

に
よ
る
社
会
の
綜
合
的
な
開
発
の
発
現
と
.し
て
う
け
と
ら
れ
る
？
.

ハ
^̂
:

「

だ
が
、. F

.

 

W
e
m
l
i

と

D
a
n
n
e
n
b
a
u
e
r

へ
の
何
れ
に
も
あ
ら
わ
れ
て(

く

る

S
i
p
p
e
;

に
つ
い
そ
は
：

今
；日
古
典
学
説
を
そ
の
.ま

ま
無
条
件
に
承

認
す
る
こ
と
は
で
き
ぬ
で
あ
ろ
う
。
部
族
国
家
形
成
の
：過
程
.で
、
0
§̂

^
ロ
が
、.
イ
タ
リ

7
で
；テ
オ
ド
リ
ッ

f

の
指
揮
下
に
他
の
'、ハ
ル
'パ
i

レ

27)

28)

ン
を
包
摂
し
て
い
た
：こ

と
-

ま
た
メ
：ロ
ヴ
ィ
ン
グ
め
ガ
リ
ア

.で
の
ロ
ー
マ
貴
族
の
受
容
、：
.ア
フ
リ
ヵ
の
ヴ
ア
ン
ダ
一
レ
ン
の
；

D
i
e
n
s
t
a
d
e
l
,

 

s
e
r
v
i
,

-

'

:

(

29)

.

. 

.

r

m

i

n

^

l

n

s

:
等

の

泽
|

6
の
発
生
は
、
00
1辱
の
実
体
及
び
概
念
を
全
く
稀
薄
な
も
の
に
す
る
ド
.

五 

D
i
e

 

V
e
r
p
A
i
c
h
t
u
n
g

 

d
e
m

 

F
r
e
i
e
n

 

z
u
m

 

H
e
e
r
e
s
d
i
e
n
s
t

F
.

 

W
e

m
l

i

は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
次
の
.よ

う

に
述
べ
て
い
る
。

D
a
n
n
e
n
b
a
u
e
r

は
、

K
S
n
i
g
s
z
i
n
s
e
r

又

は

M
m

t

p:r
k
o
l
o
n
i
s
t
e
n

の
み
が
、

軍
事
的
奉
仕
義
務
が
あ
っ
た
と
信
.じ
て
'い

^ 3
0)

>
,
'
.ン

：
.
.
'
:

G
e
m
e
i
n
f
r
e
i
e
n

の

--
-

部
、

つ
ま
り
戦
争
で
実
際
に
出
兵
し
た
者
達
に
つ
い

■-
■;
,

 

.
九

(

七
0

ー)

D
a
n
n
e
n
b
a
u
e
r

か
ら
引
用
さ
れ
た
す
ベ
て
のCapitularia

は
、
 

て
し
か
述
べ
て
い
な
い
。
 

- 

_.:̂
eogemeinfreien-Theorie

.に

.つ
い
.て
.
.
.
'
：
.
.
.
:
:
.
.
.
-
.
.
.



だ

が

多

く

の

G
e
m
e
i
n
f
r
e
i
e

は
そ
の
所
有
地
が
小
さ
な
た
め
に
軍
の
召
集
に
応
ず
石
義
務
が
な
か
っ
た
。—

そ
れ
に
軍
事
奉
仕
義
務
か
ら
解
放 

さ
れ
る
外
の
.

^

も
あ
っ
た
。

C
a
p
i
t
x
d
a
r
l
a

は
こ
の
辱
に
つ
^

て
次
の
ょ
う
^
述
次
て
い
岑 

^
.

„
c
e
t
e
r
i
.

 

v
e
r
o
'

 l
i
b
e
r
i

 

h
o
m
i
n
e
s
,
'

q
§

w v
o
c
a
n
t
.

 

b
h
a
r
i
g
i
l
d
i
r

 v
o
l
u
n
n
i
&

 

u
t
:
s

B*g
;
U
B

 

c
o
m
i
t
e
s
'

 h
u
i
r
c

 

m
o
d
u
m
t
e
n
e
a
n
t
:

 

v
i
d
e
l
i
c
e
t

 

u
t
.

 q
u
i

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

. 

. 

.

.

. 

-
 

. 

.
 

. . 

-
 

:
 

r 

. 

■ 

: 

. .

. 

■ 

J
.

t
a
n
t
a
n
r

 

s
u
b
s
t
a
n
t
i
a
e

 

f
a
c
i
d
t
a
t
e
m

 

h
a
b
e
n
t
,

 

q
m

 

p
e
r
,

 s
e

 i
r
e

 

D
o
w
s
i
n
v

 e
t

 

a
d

 

h
o
c

 

s
a
m
t
a
s

 

e
t

 

v
i
n
s

 

u
t
i
l
e
s

 

k
d
p
r
o
b
a
v
e
r
i
t
,

 

v
a
d
a
n
t
;

匕
げ

• 

(

31)
v
e
r
o

 

q
m

 .
s
u
b
s
t
a
n
t
l
a
m

 
h
a
b
e
n
t
,

 

e
t

 

'
t
a
m
e
n

 

i
p
s
i

 

i
r
e

 

n
o
n

 

v
a
l
e
n
t
'
a
d
i
u
v
e
n
t

 

v
a
i
e
n
t
e
m

 

e
t

 

m
u
m
s

 

h
a
b
e
n
t
e
m
、

(

、、ハ
ー
ギ
ル
デ
ィ
と
呼
ば
れ
る
爾
余
の
リ
ベ
リ
•
.ホ
ミ
ネ
ス
に
つ
き
、
，余
.は
各
伯
が
；次
め
や
り
方
を
行
な
う
ょ
う
に
欲
す
る
。

そ
の
者
共
が
自 

分
で
軍
事
奉
仕
を
行
な
ぃ

,5
备
ほ
ど
：の
財
産
を
^

^

〃
ま
#

そ
：0
健
康
と
»

が
：そ
れ
を
許
す
者
は
ぐ
出
陣
す
べ
し
。
i

な
財
産
を
も
つ
が
出
陣 

で
き
ぬ
'も
の
-
は
、
-
僅
か

1.
か
財
產
を
も
た
ぬ
.が
奉
仕

0
能
ヵ
'あ
石
も
の
.を
出
陣
さ
ぜ
名
べ
し
。)

;.
:

さ

ら

に

JP.

へ；
^

.f
t

出
陣
は
へ
.
^n

s
8

 - T
e
g
i
s
t

 

(
K
S

B.g
s
z
i
n
^

と
関
係
が
な
く
、

.の
自
由
と
関
係
が
あ
る
と
述
べ
て
い

•(

32)

■

V
'
.
:
.
.
.

 

'

る
。

こ
の
ご
と
か
b:
;患

n
i
g
s
z
i
n
s
e
r
■
マ

は
特

殊
な

:'^•.st

p:n
d

e
で

*
及

， s
e
r
v
£
e
s
j
で

 

で
あ
る
，と
云
う

. 

V
 

.

.

..■
- 

■ 

.

.

.

.

. 

. 

, 

.
:

. 

. 

-

一
. 

.

.

.:■ 
- 

.

■

,

こ
と
：に
な
ろ
；う
。
し
た
が
づ
て
»-
»
§
^

3:
の
，
；す

：
べ

ギ

 ̂

ま
た
そ
の
一
部
がb

a
r
g
i
l
d
e
n

と
呼
ば
れ 

て
い
た
こ
と
疙
な
.ろ〉

う

'0
へ
-'
'

.

R

 

W
e
m
l
i
r

 

力

ら

は
l
ig^
r
i h

o
m
i
n
e
s
^
^
e
m
e
i
n
f

 r
e
i
e
n
v
K

oin
l

OQ3
£
E
:
e
i
e
n
v
i
c

o:n
i
g
s
z
i
n
s
e
r
,
^
=
l
J
a
r
g
i
i
d
i
:

 

(
F
r
e
i
e
n
)
.

 ； 

I
J
n
^
e
i
e
n
v
K

OIn
i
g
s
-

.

.

.

. 

. 

• 

. 

•
.
. 

- 

目
^e

i
e
n
v
K

 

艮
孩z

i
n
_
:
:
.
(
E
&
e
i
e
n
)

と
^

.?
^
^

し
か
し
こ
こ
，

3

は
*

fj
と
' 

g
^
po.
o>
の
間
題
«

け
屯
な
く
同
時
^

フ」

マ
¥

'ク
の「

_

^

^

と
.軍
制
の
|

^

に
つ
.い
て

-W
&

し
て

ほ
し
か
っ
た
、

■'
.
7
1
7'/
ク
.©
軍
制
»

汜
丨
マ

0
軍
制
と
§

免
.
-1̂

:

©

自

己

負

霞

蕾

：を
^
^

,

た
だ
p 

I

マ
.
の
軍
団
で
o

Q

l

i

e

n

t

e

r

.

の
関
#

の
.よ
3
に

7
ラ
ン
ク
社
会
'
.で
.は
；se

g;o
r
a
&

が
.壬
べ
の
'
^焉

e
m
e
i
n
e

 

u

n

2̂

E .
^

の
下
部

.
”

、
：
に

存

在

し

活

用

さ

れ

.

て

：
い

名

伊

え

ば
、

o
a
p
i
t
u
l
a
r
e

 

m
i

s
s

o
n

 

d
e

 

e
x
e
r
c
i
t
u

 

p
r
o
m
o
v
e
n
d
o

 

8
0

s
，

で

は

「

あ

る

い

は

ま

た

も

し

そ

の

自

由

人

の

主

人

が

出

陣

す

れ

ば

、

そ 

.

の
主
人
と
と
も
に
、

も
し
.'く

は

そ

の
コ

ミ
テ
と
と
む
に
.出

陣

す

る

。」

と
い
う
風

.

に

そ

の

実

態

を

明

ら

か

に

し
.

て
.

い
る
。

v
e
r
t
i
c
a
l

な
"pa

t
r
o
i
A
H
e
n
s
、 _

«
^

，
.
h
o
r
i
z
o
a
t
a
a
l
y
;

に
.国
家
権
力
が
.介
入
し
て
、：

封
建
化
が
阻
止
さ
れ
た
ロー

マ
に
対
し
て
、H

e
r
r

と 

y
a

s
&

の
関
係
が
、
国
家
^

吸
収
さ
れ
、'
:主
^
^
.
.
必
ず
^

も
.ざ

^

ハ
に
絶
対
#
^
:务
る
い
得
^

フ
：ヲ
ン
ク
社
会
は
^
^

従
0

て

F
.

ギ
の

&

は
ャ
自
由
人
の
聰
争
奉
仕
義
務
に
ク
い
ニ
て
の
王
の
指
令
の
章
で
：

^

 

Q

防
禦
力
べ
の
王
の
指
令
の
：価
値
は
：、

発
展
に 

よ
り

^

^

減

少

し

た

と

難

べ

.

て

：
い

る
。
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G
e
m
e
i
n
f
r
e
i
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^
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で
は
な
か
へ
っ
た
ど
• F.

」 m
r

&
.

は
主
張
じ
て
い
る
パ
勿
»

こ
の
'こ
.と

に

よ

，
っ 

'て
メ 

ロ
ヴ
ィ
ン
^

時
代
の
王
権
を
強
化
し
、
％
.べ
：て
の
国
カ
の
伸
張
と
.統

合

を
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な
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^

こ
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d
n
i
g
t
u
n
r

 

’の
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な
人
物
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备
な
評
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を
無
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て
い
る
訳
で
は
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；い
，。
し
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し
な
が
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.
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r
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c
h
l
o
d
w
i
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が
ノ
戦
利
品
の
分
配
に
さ
い
し
て
ノ
法
律
上
革
に
帰
す
る
よ

お

そ
れ
て
、

あ
：え

て

戦

士

た

ち

を

う

ち
.

た
お
す
よ
う
な
こ
と
を
し
な
か
っ
た
と
：い
う
こ
と
の
う
，ち
に
、.

'

王
が
戦
士

.

た
.ち

の

昔
か

ら
の

権
利

を
顧
慮

せ
.

ね
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な
ら
な
か
っ
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た

事
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こ

と
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戦

士

た
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リ

土
ア
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し
い
い
わ
ゆ

' ?
>

、

^

ぎ
ゅ
2̂

务
0
て
'
で
あ
る
と
^

っ

た

等

族

法

的

な

意

味
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と

る

ど

と
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ヴ
ィ
ス
に
よ
る
こ
の
戦
士
の
、う
ち
た
お
し
は
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、

国

制
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題
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な

し

に

、

M
o

g
r

a
f

s
c

h
e
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、

な
間
題

で
あ

る
と
、

F
.
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わ
ゆ
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で
あ
っ
た
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と
ば
、
サ
リ
ヵ
法
典
か
ら
ば
推
断
さ
れ
な
い
。
ガ
ロ 

H

P

—

マ
人
が
、

に 

関
し
て
、
リ

ー
テ
ン
に
等
•置
さ
れ
て
お
ヴ
’
部
族
法
上
の
向
由
人
で
あ
る<

i
n
g
e
m
m
s
>

に
対
し
て
少
な
い
権
利
し
か
な
か
っ
た
こ

と

は

、は
っ 

.き

り

み

，と

；

め
^

れ
て
い
'る
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°

リ

丨7-
シ
は
何
等
自
由
人
で
.な
く
、

王
'以
外
のH

e
r
r
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っ
て
V
た
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か

し
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F
r
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l
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s
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明
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。
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ユ
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r
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す
る

よ
ヶ

汰L
i
t
e
n

に
相
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す
る
と
田
心
わ
れ
るgregarlus miles,

が
ず
で
，に
力
ロ

リ
ツ
グ
時
代
に
存 

在
1

た
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ァ
ル
ク
ィ
ン
：の
書
簡
中
に
も
这
的
穹
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s
t

n
n
oo-
i
l
e
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 viros pluriores 
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o
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か
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又
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t
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u
s

 

C
a
r
l
o
m
a
n
,

 

n
e
u
s
t
r
i
a

 

の
：

m
a
i
o
r

 

d
o
m
u
s

 

P
i
p
p
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H
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r
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a
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れ
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.
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1
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度
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l
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治
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習
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i
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植
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。
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ク
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普
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習
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r
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ら
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独
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。
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述
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h
e
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e
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i
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e
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植
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z
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述
べ
て
い
る
。
.-
,
従
来
植
民
の
過
程
は
、

F
a
m
i
l
i
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p
e

 

■.力
ら
規
定
さ
れ
て
.v

t

と
考
：え
ら
れ
て
.V

た
.が

.
：
現

在

で

は

.

非

自

由

農

民

..を
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を
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ち
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植
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か
ら
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^

れ
ね
ば
な
ら
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い
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が

、
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落
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れ
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わ
れ
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e
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近
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節
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あ
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